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ネット犯罪から子ども達を守るために
保護者の皆さまにお願い

、 、 。最近 小中学生の携帯やスマホ 特に に関わるトラブルが増えていますLINE
学校では携帯やスマホを持って来ることは禁止していますので、具体的な

指導は難しいです。ご家庭で使い方の話し合い、ご指導をお願いいたします。

ケータイ・インターネットを使わせる際の保護者の心構え■

ケータイ・インターネットは、使い方を誤ると他人を傷つけたり、自分たち家族を

、「 」 。傷つけることもあることを理解して 正しく使う ということを親子で考えてください

インターネットを利用する際に必要な「３つの力」を子どもに身に付けさせてください。

（１） ・・・情報の正否、危険性の有無、行動の善悪などを見極める力判断力

（２） ・・・誘惑に負けない、周りに流されない、がまんできる力自制力

（３） ・・・自分の行動について自分で責任を取れる力責任力

ケータイ、パソコン、スマホなどの機械や、ゲームサイト、SNSなどのサービスは

「道具」です。「使い方」ではなく「使い道」を親子で考えましょう。

子どもがケータイ・インターネットに依存しないよう、人間性や社会性、コミュニ

ケーション能力を育てることを心がけてください。

ケータイ・インターネット利用に係わるルールの例■

利用を制限するのというのではなく、安全・安心に使うためにどうしたらよいかを

示すという視点で、親子でルールを作りましょう。

また、ルールは一度作ったら、そのままではなく、お子さんの「3つの力」の備わ

り具合などを見極めながら変更していくことも必要です。

ケータイ仕様についてのルール◆

□ケータイは保護者の所有物を子どもに貸し与えるという関係で利用させる。

□料金の上限を決める（定額制の場合には定額割引適用前の利用料金の上限）

□利用する時間・場所を決める（自宅では親の目の届くところで使う、電車の中・

自転車運転中は使わない、食事や懇談中、深夜には利用しない など）

□定期的にケータイの使用について話し合う

□使用しない時間帯は子ども部屋ではなく、リビングにケータイを置く

□売られている本などを無断で写真に撮ったり、他人の許可なく写真に撮らない。

□学校での利用については、学校のルールに従う。

□ルール違反やケータイの使用によって生活に支障が生じた場合は利用を停止する。

インターネット利用時のルール◆

□インターネットのルール・マナー（ネチケット）について学習する。

□個人情報やプライバシーに関することは絶対に教えない。書き込まない。

。□ゲームなどでも他人の ・パスワードの無断利用は犯罪であるため絶対にしないID
□ ・パスワードは絶対に人に教えない。ID

（ ）□掲示板等に他人を傷つけることや迷惑になることを書かない 犯罪になることもある

□出会い系サイトは「見ない・書き込まない・絶対会わない」

□インターネットで知り合った人とは絶対に会わない。

（ ）□インターネットの危険性について親子で話し合う 何かあった時には親に相談する


